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Hacker X-Pro(X-SB-Pro)シリーズ取扱説明書 

（本記載内容は（株）リトルベランカの著作物につき、許可無

く転載を禁ず） 

このたびはハッカーX-Pro(X-SB-Pro)シリーズブラシレスモ

ーター用スピードコントローラーをお買い上げいただきまして

ありがとうございました。X-Pro シリーズは専用ＵＳＢインター

フェイス(別売)と接続することで非常に簡単に設定変更が行

えるようになりました。またこれまで同様送信機のスロットル

スティックでも設定変更ができますが、設定内容を簡単に確

認できたり、設定する時間が短いためＵＳＢインターフェイス

による設定変更を強くお勧めいたします。さてご使用に先立

ちましてまず下記の注意事項を熟読お願いいたします。ご自

身の安全のためと高価な機器類を損傷から守るためにも必

ずご一読お願いいたします。 
 
■ ハッカーX-Pro(X-SB-Pro)シリーズスピードコントロー

ラーは RC モデルをコントロールするために設計された

ものです。従いましていかなる理由があろうとも有人飛

行機には搭載しないで下さい。 
 
■ ハッカーX-Pro(X-SB-Pro)シリーズスピードコントロー

ラーはバッテリーによる駆動を前提に設計されていま

す。従いまして安定化電源装置による駆動は絶対に避

けてください。故障の原因になります。最悪の場合、破

損する恐れがあります。 
 
■ ハッカーX-Pro(X-SB-Pro)シリーズスピードコントロー

ラーはバッテリーの逆接に対して保護回路を持ってい

ません。従いまして誤ってバッテリーを＋－逆に接続し

た場合、バッテリーを破損させる恐れがあります。必ず

極性を確認の上接続してください。またブラシレスモー

ターの回転方向の変更は、バッテリーの接続極性の変

更ではなく、モーターとアンプ間を接続する 3 本のケー

ブルのうちどれか 2 本を入れ替えることで行います。 
 
■ モーターが駆動しているときに、スピードコントローラー

からバッテリーを決してはずさないで下さい。機器類を

破損させる恐れがあります。スロットルをオフにしてから

スイッチをオフにしてください。なお BEC タイプ場合、た

とえスイッチをオフにしてもバッテリーから微弱電流が

サーボ等に対して流れています。ニッカドやニッケル水

素の場合はともかくリポバッテリーの場合は致命的で、

過放電となり二度と使用できないことも起こりえます。

使用しないときは必ずバッテリーをはずして置いてくだ

さい。 
 
■ 受信機やアンテナは出来る限りスピードコントローラー

から離して機体に搭載してください。接触などしている

と送信機からの信号に悪影響を与える恐れがありま

す。 
 
■ X-SB-Pro はスイッチングＢＥＣ搭載のスピードコントロ

ーラーです。サーボの動作確認や舵角調整などを行う

場合は受信機には接続せず、受信機に 4.8Ｖのニッカド

などを接続して行ってください。動力用バッテリーを接

続した状態で長時間設定作業などを行うとスイッチング

ＢＥＣ搭載のスピードコントローラーが加熱する恐れが

あります。 
 
■ スピードコントローラーは必ず受信機に接続してくださ

い。サーボテスターのようなパルスジェネレータには決

して接続しないで下さい。故障の原因になります。 
 
■ ハッカーX-Pro(X-SB-Pro)シリーズスピードコントロー

ラーは、工場出荷時の設定は、ブレーキはオフ、電圧カ

ットオフは Li-Po1 セルに対して 3.2V に設定されていま

す。Li-Po セル数はオートカウント、またタイミング（進

角）はオート、アクセラレーションはハイ及び周波数は

8kHz、ガバナーモードはオフになっています。もちろん

これらの初期設定は専用ＵＳＢインターフェイス(別売)
や送信機のスロットルスティックで変更することが出来

ますので、あらゆるタイプのモーターやニッカドなどにも

対応させることが出来ます。 
 
■ X-Pro(X-SB-Pro)シリーズアンプには高熱保護機能が

実装されており 110 度 C でカットします。 
 
実際の使用方法 
単純に Li-Po を使用しまたブレーキオフのまま使用する場合

は。下記のステップで簡単に飛行準備完了となります。 
 
最初にスロットルチャンネルのトラベルアジャストは＋100％

ー100％にしてください。 
またプロポがフタバの場合、スロットルチャンネルをリバース

にしてください。 
工場出荷時にすでにブレーキがオフになっていますので直ぐ

に使用できます。 
 
① スロットルスティックを最スローにします。 
② 送信機のスイッチをオン。 
③ スピードコントローラーにバッテリーを接続します。 
④ すぐに Li-Po のセル数だけビープ音が聞こえます。 
⑤ 続いてツーカーというビープ音が聞こえます。 
⑥ スロットルスティックを少しあげます。 
⑦ モーターが回り始めるはずです。これで Oｋです。スロッ

トルを最スローにするとモーターが空回りしてブレーキ

がオフにセットされていることがわかります。 
 
もしビープ音が聞こえなかったり、モーターが回らなかった場

合は、スピードコントローラーからバッテリーをはずしてくださ

い。10 秒ほどたってからもう一度やり直してください。 
 
別売のUSBインターフェースによる設定変更方法 
 
別売の USB インターフェイスによって送信機を使用せず叉

バッテリなども接続することなく非常に簡単に設定できます。

また接続すればアンプに設定されている内容も一度に見るこ

とができるため、アンプの設定間違いがなくなります。 
 
① 最初にＵＳＢインターフェイスに付属のＣＤを PC のＣＤ

ドライブに挿入してソフトウエアのインストールを行いま

す。 
 
② インストールはソフトウエアの指示に従って行ってくださ
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い。このとき途中で、何度か「マイクロソフト社にて認定

していないソフトウエアのため、インストールするとトラ

ブルが起こる可能性があります」などという趣旨の警告

文が出ますが、これは一切無視してインストール作業

を継続してください。 
 
③ 完了するとデスクトップに Hacker のロゴが付いた

X-Controller Setup-E というアイコンが出ます。 
④ 次にＵＳＢインターフェイスをケーブルと接続してＰＣの

ＵＳＢポートに差込んでください。「新しいハードウエア

が見つかりました」というメッセージが出てそのドライバ

ーのインストールを要求されます。そのまま「ハイ」をク

リックし続けていると終了します。 
 
⑤ デスクトップの X-Controller Setup-E アイコンをダブ

ルクリックします。Setup X-Series の画面が開きます。 
 
⑥ Connection Status のＵＳＢがグリーンでESCがレッド

のはずです。この時点では各種設定項目のプルダウン

メニューはまだ有効ではないかもしれません。 
 
⑦ ＵＳＢインターフェイスに設定変更を行う X-Pro アンプを

接続してください。Connection Status の ESC がグリ

ーンになるはずです。 
 
⑧ そこで Data Transfer の Read Setting ボタンをクリッ

クして接続されているアンプの設定内容を表示させま

す。 
 
⑨ 必要に応じて各項目の設定を変更してください。 
 
⑩ Data Transfer の Send Setting ボタンをクリックしてく

ださい、今設定変更した内容がアンプに送られます。 
 
⑪ これで設定変更は完了です。 
 
 
送信機のスロットルスティックによる設定変更方法 
 
送信機のスロットルスティックでの設定変更は少しステップが

長いため、よくビープ音を聞き分けて間違いの無い様に行っ

てください。 
次の項目から始まる設定変更は 1 回でひとつの設定のみ変

更可能です。複数の設定を変更する場合には、ひとつ終了

したらバッテリーをはずし、またスロットルフルハイから始め

てください。 
 
（1）ブレーキ設定の変更 
スロットルチャンネルのトラベルアジャストは＋100％ー

100％にしてください。またプロポがフタバの場合、スロットル

チャンネルをリバースにしてください。工場出荷時はブレーキ

がオフになっていますので、グライダーの場合はスロットル

最スローでモーターが止まるようにブレーキをオンに設定変

更しなければなりません。 
 

① スロットルスティックをフルハイにします。 
② 送信機のスイッチをオン。 
③ スピードコントローラーにバッテリーを接続します。 
④ 5 秒待ちます。（何の音も聞こえません） 
⑤ ツーツーカーカー(_ _- -)という連続した 4 つのビープ音

が聞こえます。 
⑥ 4 つのビープ音が聞こえたらスロットルスティックを最ス

ローにします。 
⑦ ツーという 1 回のビープ音が聞こえます。これでブレー

キがかかりました。スロットルを少しあげてモーターの

回転を確認してください。スロットルを最スローにすると

プロペラが直ぐに止まるようになっているはずです。 
 
（２）カットオフ電圧設定の変更 
スロットルチャンネルのトラベルアジャストは＋100％ー

100％にしてください。またプロポがフタバの場合、スロットル

チャンネルをリバースにしてください。工場出荷時は Li-Po1
セルに対して 3.2V でカットオフする設定になっていますので、

ニッカド･ニッケル水素やカットオフ電圧変更の場合は初期設

定を変更する必要があります。 
 
① スロットルスティックをフルハイにします。 
② 送信機のスイッチをオン。 
③ スピードコントローラーにバッテリーを接続します。 
④ 5 秒待ちます。（何の音も聞こえません） 
⑤ ツーツーカーカー(_ _- -)という連続した 4 つのビープ音

が聞こえます。 
⑥ そのままさらに待ちます。続いて順番に異なる 5 つの連

続したトーンが聞こえます。選択するバッテリーに合わ

せてトーンが聞こえたときにスロットルを最スローにして

ください。 
⑦ - - - - -という 5 つの連続したトーンが聞こえた時にスロ

ットルを最スローにするとニッカドに対応します。 
⑧ -- -- -- -- --という 2 個ずつの 5 つの連続したトーンが聞

こえたときにスロットルを最スローにすると Li-Po2 セル

（5.8V）に対応します。 
⑨ --- --- --- --- ---という 3 個ずつの 5 つの連続したトーン

が聞こえたときにスロットルを最スローにすると Li-Po3
セル（8.7V）に対応します。（初期設定） 

 
（４）カットオフ後の動作設定の変更 
スロットルチャンネルのトラベルアジャストは＋100％ー

100％にしてください。またプロポがフタバの場合、スロットル

チャンネルをリバースにしてください。工場出荷時はカットオ

フ後の動作はモータースローダウンになっていますので、直

ぐにモーターカットするようにするには設定を変更する必要

があります。 
 
① スロットルスティックをフルハイにします。 
② 送信機のスイッチをオン。 
③ スピードコントローラーにバッテリーを接続します。 
④ 5 秒待ちます。（何の音も聞こえません） 
⑤ ツーツーカーカー(_ _- -)という連続した 4 つのビープ音

が聞こえます。 
⑥ そのままさらに待ちます。続いて順番に異なる 5 つの連

続したトーンが聞こえます。 
⑦ - - - - -、-- -- -- -- --、--- --- --- --- ---という 5 つの連続し

たトーンが聞こえますがそのまま待ちます。 
⑧ 続いて順番に異なる 5 つの連続したトーンが聞こえま
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す。カットオフ後の希望動作に合わせてトーンが聞こえ

たときにスロットルを最スローにしてください。 
⑨ -_-_-_-_-_という 5 つの連続したトーンが聞こえたときに

スロットルを最スローにするとモータースローダウンに

なります。 
⑩ _-_-_-_-_-という 5 つの連続したトーンが聞こえたときに

スロットルを最スローにするとモーターカットオフになり

ます。 
 
（５）アクセラレーション動作設定の変更 
スロットルチャンネルのトラベルアジャストは＋100％ー

100％にしてください。またプロポがフタバの場合、スロットル

チャンネルをリバースにしてください。工場出荷時はハイにな

っていますので、ミディアムあるいはローにするには設定を

変更する必要があります。 
 
① スロットルスティックをフルハイにします。 
② 送信機のスイッチをオン。 
③ スピードコントローラーにバッテリーを接続します。 
④ 5 秒待ちます。（何の音も聞こえません） 
⑤ ツーツーカーカー(_ _- -)という連続した 4 つのビープ音

が聞こえます。 
⑥ そのままさらに待ちます。続いて順番に異なる 5 つの連

続したトーンが聞こえます。 
⑦ - - - - -、-- -- -- -- --、--- --- --- --- ---という 5 つの連続し

たトーンが聞こえますがそのまま待ちます。 
⑧ -_-_-_-_-_、_-_-_-_-_-という 5 つの連続したトーンが聞

こえますがそのまま待ちます。 
⑨ 続いて順番に異なる 5 つの連続したトーンが聞こえま

す。希望のアクセラレーション動作に合わせてトーンが

聞こえたときにスロットルを最スローにしてください。 
⑩ v v v v v という 5 つの連続したトーンが聞こえたときに

スロットルを最スローにするとローになります。 
⑪ vv vv vv vv vv という 5 つの連続したトーンが聞こえた

ときにスロットルを最スローにするとミディアムになりま

す。 
 
（６）タイミング設定の変更 
スロットルチャンネルのトラベルアジャストは＋100％ー

100％にしてください。またプロポがフタバの場合、スロットル

チャンネルをリバースにしてください。工場出荷時はオート

（7-30 度）になっていますのでモーターに合わせてタイミング

を変更するには初期設定を変更する必要があります。 
 
① スロットルスティックをフルハイにします。 
② 送信機のスイッチをオン。 
③ スピードコントローラーにバッテリーを接続します。 
④ 5 秒待ちます。（何の音も聞こえません） 
⑤ ツーツーカーカー(_ _- -)という連続した 4 つのビープ音

が聞こえます。 
⑥ そのままさらに待ちます。続いて順番に異なる 5 つの連

続したトーンが聞こえます。 
⑦ - - - - -、-- -- -- -- --、--- --- --- --- ---という 5 つの連続し

たトーンが聞こえますがそのまま待ちます。 
⑧ -_-_-_-_-_、_-_-_-_-_-という 5 つの連続したトーンが聞

こえますがそのまま待ちます。 
⑨ v v v v v、vv vv vv vv vv という 5 つの連続したトーン

が聞こえますがそのまま待ちます。 
⑩ 続いて順番に異なる 5 つの連続したトーンが聞こえま

す。希望のタイミングに合わせてトーンが聞こえたとき

にスロットルを最スローにしてください。 
⑪ - - - - - という 5 つの連続したトーンが聞こえたときにス

ロットルを最スローにするとオートになります。（初期設

定） 
⑫-- -- -- -- --という 5 つの連続したトーンが聞こえたときにス

ロットルを最スローにすると 2 極モーターに適した 7 度に

なります。 
⑬--- --- --- --- ---という 5 つの連続したトーンが聞こえたとき

にスロットルを最スローにすると多極モーターに適した

22 度～30 度になります。 
 
（７）周歯数設定の変更 
スロットルチャンネルのトラベルアジャストは＋100％ー

100％にしてください。またプロポがフタバの場合、スロットル

チャンネルをリバースにしてください。工場出荷時は 8Khz に

なっていますのでモーターに合わせて周波数を変更するに

は初期設定を変更する必要があります。ただしモーターの説

明書に特別な周波数の記載が無い限り 8ｋｈｚのままにしてく

ださい。 
 
① スロットルスティックをフルハイにします。 
② 送信機のスイッチをオン。 
③ スピードコントローラーにバッテリーを接続します 
④ 5 秒待ちます。（何の音も聞こえません） 
⑤ ツーツーカーカー(_ _- -)という連続した 4 つのビープ音

が聞こえます。 
⑥ そのままさらに待ちます。続いて順番に異なる 5 つの連

続したトーンが聞こえます。 
⑦ - - - - -、-- -- -- -- --、--- --- --- --- ---という 5 つの連続し

たトーンが聞こえますがそのまま待ちます。 
⑧ -_-_-_-_-_、_-_-_-_-_-という 5 つの連続したトーンが聞

こえますがそのまま待ちます。 
⑨ v v v v v、vv vv vv vv vv という 5 つの連続したトーン

が聞こえますがそのまま待ちます。 
⑩ - - - - -、-- -- -- -- --、--- --- --- --- ---という 5 つの連続し

たトーンが聞こえますがそのまま待ちます。 
⑪ 続いて順番に異なる 5 つの連続したトーンが聞こえま

す。希望のタイミングに合わせてトーンが聞こえたとき

にスロットルを最スローにしてください。 
⑫ ＼＼＼＼＼という 5 つの連続したトーンが聞こえたとき

にスロットルを最スローにすると 8Khz になります。（初

期設定） 
⑫ ／／／／／という 5 つの連続したトーンが聞こえたときに

スロットルを最スローにすると 16Khz になります。 
 
（８）モーター回転方向の変更 
スロットルチャンネルのトラベルアジャストは＋100％ー

100％にしてください。またプロポがフタバの場合、スロットル

チャンネルをリバースにしてください。工場出荷時は反時計

回りになっていますが時計回りにするには初期設定を変更

する必要があります。 
 
① スロットルスティックをフルハイにします。 
② 送信機のスイッチをオン。 
③ スピードコントローラーにバッテリーを接続します。 
④ 5 秒待ちます。（何の音も聞こえません） 
⑤ ツーツーカーカー(_ _- -)という連続した 4 つのビープ音

が聞こえます。 
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⑥ そのままさらに待ちます。続いて順番に異なる 5 つの連

続したトーンが聞こえます。 
⑦ - - - - -、-- -- -- -- --、--- --- --- --- ---という 5 つの連続し

たトーンが聞こえますがそのまま待ちます。 
⑧ -_-_-_-_-_、_-_-_-_-_-という 5 つの連続したトーンが聞

こえますがそのまま待ちます。 
⑨ v v v v v、vv vv vv vv vv という 5 つの連続したトーン

が聞こえますがそのまま待ちます。 
⑩ - - - - -、-- -- -- -- --、--- --- --- --- ---という 5 つの連続し

たトーンが聞こえますがそのまま待ちます。 
⑪ ＼＼＼＼＼、／／／／／という 5 つの連続したトーン

が聞こえますがそのまま待ちます。 
 
⑫ 続いて順番に異なる 5 つの連続したトーンが聞こえま

す。時計回りにするにはスロットルを最スローにしてくだ

さい。 
⑬ w w w w w という 5 つの連続したトーンが聞こえたとき

にスロットルを最スローにするとモーターの回転が時計

回りになります。 
 
 
（９）コンスタントＲＰＭ設定（ガバナーモード） 
スロットルチャンネルのトラベルアジャストは＋100％ー

100％にしてください。またプロポがフタバの場合、スロットル

チャンネルをリバースにしてください。工場出荷時はオフにな

っていますがオンにするには初期設定を変更する必要があ

ります。 
 
① ロットルスティックをフルハイにします。 
② 送信機のスイッチをオン。 
③ スピードコントローラーにバッテリーを接続します。 
④ 5 秒待ちます。（何の音も聞こえません） 
⑤ ツーツーカーカー(_ _- -)という連続した 4 つのビープ音

が聞こえます。 
⑥ そのままさらに待ちます。続いて順番に異なる 5 つの連

続したトーンが聞こえます。 
- - - -、-- -- -- -- --、--- --- --- --- ---という 5つの連続

したトーンが聞こえますがそのまま待ちます。 
⑦ -_-_-_-_-_、_-_-_-_-_-という 5 つの連続したトーンが聞

こえますがそのまま待ちます。 
⑧ v v v v v、vv vv vv vv vv という 5 つの連続したトーン

が聞こえますがそのまま待ちます。 
- - - -、-- -- -- -- --、--- --- --- --- ---という 5つの連続

したトーンが聞こえますがそのまま待ちます。 
⑨ ＼＼＼＼＼、／／／／／という 5 つの連続したトーン

が聞こえますがそのまま待ちます。 
 
⑩ 続いて順番に異なる 5 つの連続したトーンが聞こえま

す。そのまま待ちます。 
 
⑪ w w w w w という 5 つの連続したトーンが聞こえますが、

そのまま待ちます。 
 
⑫ _’_ _’_ _’_ _’_ _’_という 5 個の連続したトーンが聞こ

えたときにスロットルスティックを最スローにするとガバ

ナーはオフ（工場出荷時の設定に戻ります。） 
 
⑬ _’’_ _’’_ _’’_ _’’_ _’’_という5個の連続したトーンが聞

こえたときにスロットルスティックを最スローにするとガ

バナーオン（2 極モータの場合 20,000RPM まで） 
 
⑭ _’’’_ _’’’_ _’’’_ _’’’_ _’’’_という 5 個の連続したトーンが

聞こえたときにスロットルスティックを最スローにすると

ガバナーオン（2 極モータの場合 50,000RPM まで） 
 
⑮ _’’’’_ _’’’’_ _’’’’_ _’’’’_ _’’’’_という 5 個の連続したトーン

が聞こえたときにスロットルスティックを最スローにする

とガバナーオン（2 極モータの場合 50,000RPM 以上） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


